
西城まちづくり便 令和8(2026)年6月19日　金曜日　　　　Vol.168 ④ 西城まちづくり便 令和8(2026)年6月19日　金曜日　　　　Vol.168 ①

2026.6.19 (金)西城自治振興区だより
Vol.168

TEL/FAX:0824-82-2175
✽こちらから

お入りください

西城町観光協会とタイアップした

情報サイトです

地域の情報などを発信します

ヒバゴンのまち

西城町

自然豊かな広島

県庄原市西城町

の様々な情報を

お届けします♫

西城まちづくり便

ヒバゴンの町西城

制

作

中

自治会・常会で行事やイベントなど行われた情
報を自治振興センターまでお送りください。西城
まちづくり便で紹介いたします。
メールアドレス：saijyo.jichi＠gmail.com

6月26日（金）

7月10日（金）

いずれも13：30～

※都合により変更に

なることがあります

講師：宮原賢治さん

西城自治振興センターにて

「なみかカード・ほろかカード」で

5ポイント付与されます。1日1回限り

令和9（2027）年3月31日まで

５ポイント再開

昼の部 7月 8日（水）13：30～
夜の部 7月22日（水）17：00～

独自ルールで行うマージャンで未経験者や初心者の方でも

大歓迎です！予約・参加費不要です。

広島県庄原市西城町大佐734

e-mail:saijyo.jichi@gmail.com

〶729-5722  

令和８年度 総代会閉会挨拶
本日は、西城自治振興区総代会にて、各議案について審議いただきありがとうございました。議長による円

滑な議事進行と総代の皆様の貴重なご意見により、提案された議案すべてにご承認をいただき、感謝申し上

げます。議案の一つに「西城紫水高等学校の支援に係る件」につきましては、事前の役員会で時間をかけて

活発な議論がありました。現在、広島県教育委員会は、2年連続して受験者数が20名より少ない場合と、5月1

日現在で全校生徒数が60名を2年連続して下回った場合、募集停止の対象になるという指針を出しており、

ご存じのように東城高等学校と向原高等学校が対象となっています。2校は9月までに中高一貫校を目指す

か、市立の高等学校にしていくか、閉校に向かうか結論を出していくようになると新聞報道がなされているとこ

ろです。

西城紫水高校は、受験者数は20名以上、全校生徒60名が在籍しています。教頭先生に確認したところ、今

年入学した23名全員が登校を続けているそうです。現在、29名が寮生であり、県外を含め多くの十数校の中

学校から生徒が集まっています。毎年、東京方面へも生徒も一緒になって、生徒の募集を呼びかけています

が、その際、西城紫水高校に興味をいただいた保護者から、「オープンスクールや入試に西城に宿泊したと

きに、何か補助がありますか？」と聞かれるそうです。昨年度までは、「そういった補助はございません。」と答

えるしかありませんでした。今年度は、西城紫水高校への支援により、オープンスクール、入試に係る宿泊の

補助ができました。ただ、事前の役員会では各自治会の会長さんから、5年後以降も見据えた支援の在り方

を検討しなければ1年だけの支援では意味がないとの宿題もいただいております。今後、関係機関と連携をし

ながら、5年後も西城紫水高校が存続できる支援を続けていきたいと思います。

最後になりましたが、今後も西城自治振興区はまちづくりに係る取組を進めてまいります。ご理解とご協力を

よろしくお願い致します。本日は、ご出席いただき、ありがとうございました。

副区長 吉浪謙三

やさしいパソコン教室 健康マージャン

記事募集！

参加者募集！

この度合同歌集（第三集）比婆山がで

きあがりました。比婆山短歌会は先生と

７名で月１回活動しています。合同歌集

は５年ごとに発刊しています。一緒に短

歌を詠みませんか？会員を募集してい

ます。【連絡は西城自治振興センターまで】

比婆山短歌会 代表 山城京子 談

生涯学習自主教室比婆山短歌会

センターでお読みい

ただけます

比婆山山開き

令和８年度 西城自治振興区通常総代会 5月26日（火）開催
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吉浪副区長の閉会のあいさつ 総代43名中、過半数以上の28名出席 田村区長の開会のあいさつ

毎年恒例の比婆山山

開きが5月31日（日）西城

町観光協会主催で開か

れました。

好天に恵まれて神事が

執り行われました。ツイハ

ラの会の紙芝居や神楽の舞、餅まきなどが行われました。

原田みどりさん

原田庭 ロックガーデン

ゆっくりくつろげる庭を意識して作られた庭には蔵に這わせたツル薔薇をメインにクレマチスなど数種類の

花が配置されていました。その花をバックに写真も撮れます。

庭は、グラベル（砂利）花壇で雑草が生えにくいそうです。

原田さんは「いろんな人と会えるし、オープンガーデンが他の地域へ広がっている。いまが、いちばん幸

せ」と笑顔が印象でした。

オープンガーデンを始めて8年目の原田庭へ伺いました。

咲き始めたアジサイ

百年前に植えられたイザヨイ薔

薇（花の一部が欠けているとこ

ろから名付けられたそうです）

暑い日は日中でも水やりが欠かせません 庭から平子が見渡せます

庄原さとやまオープンガーデン2026

西城まちづくり便
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地域の声を力に公園化を推進！

西城自治振興区が田村区長を中心とした体制になって

三年の節目を過ぎました。「石の上にも三年」ということわ

ざもありますが、これまでの取組を振り返って、今後の活

動につなげていきたいと考えています。

さて、地域の諸先輩たちからまちづくりのバトンを受け継

いだ時，次の３点に重点を置きました。

西城自治振興区三年間の取組を振り返って

公園化作業に参加された（左から）秋津さん、

中村さん、山田さん、若佐さん

令和5年5月23日西城自治振興区総代会

令和8年2月28日県立総合体育館

ドローンサッカー体験会

旧西城保育所園庭 使用出来ない遊具を撤去、ベンチ2台設置

○事務局長を中心とした組織としての自治振興センターに！

○まちづくりへの具体的な取組を発信！

○三部会を中心とした活動の充実！

事務局長が職員の動静を把握できるようにしようと考えました。センター

の職員が他の組織から仕事を依頼されたとき、声掛けだけで職員が手伝う

現状があり、事務局長が職員の動きを把握できないことがありました。事務

局長を通して職員が動くようにし、事務局長が職員の動静を把握できるよう

にして、組織として動く自治振興センターをめざしました。また、事務局長

を管理職としていちづけ、管理職手当がつくようにし、合わせて、区長、

副区長が自治会の代表でなくても役員に位置付けれるように、規約の改正や内規の見直し等もすすめました。

少子高齢化が続き、人口減少に歯止めがかからない西城。コロナ化で、人が集まることが難しくなり、地域で

の行事の縮小や中止が相次ぐ中、世代間交流や若者を中心としたまちづくりはできないかと模索しました。そ

んな時西城に暮らす若者の発想から、ドローンサッカーをまちづくりの具体的な取組の一つにしました。庄原

市の補助金を活用して器械器具を揃え、年間十数回のドローンサッカー体験会を開催できるようになりました。

また、昨年度から西城保育園跡地の公園化の取組を進めています。これは、西城に暮らす若いお母さんから

「保育所跡地の活用に公園化はできないか？」とい

う要望から始まったものでした。ドローンサッカーと

同様に庄原市の補助金を活用して遊具をそろえて

いくことを考えています。ドローンサッカー体験や保

育所跡地の公園化は、若者の発想を基本に始めた

取組ですが、二つとも子どもからお年寄りまで楽し

めることが共通しています。

西城自治振興区は、総務広報部会、地域振興
部会、環境福祉部会、生涯学習部会がそれぞれ目的、活動方針に基づいて事業や活動を実施しています。

生涯学習部会は各講座の代表者がそれぞれの講座を運営しています。総務広報部会は役員会と同じメン

バーで各自治会の会長で構成され、自治会の地区防災計画の策定と西城紫水高校の存続支援を最重点課

題として取り組んでいます。地域振興部会は各自治会からの部員で構成され、ドローンサッカーの魅力で若

年層と地域のつながりや絆を創出することと空き家対策に詳しい相談者を各常会に複数配置することを最重

点課題にしています。環境福祉部会は各自治会からの部員で構成され、常会ごとに小地域サロン（集まりの

場）をつくることを最重点課題とし、子どもから高齢者まで集える公園化にも取り組んでいます。

総務広報部会、地域振興部会、環境福祉部会を三部会と呼び、区長、副区長が担当して、各部会の部

長・副部長と連携して各部会の活動を推進しています。この三部会の活動の充実が西城自治振興区全体の

活動の推進に係わってくると考え、三部会には区長、副区長が世話人として、事務局長も必ず参加していま

す。

以上、３年間の取組を現在進めていることも含めて振り返ってみました。「石の上にも三年」という言葉は、

辛抱強く努力を続ければ、いかに厳しい環境下においても最終的には成功するという意味を持つ故事成語
です。住民自治を基本とし、地域を守り発展さ

せる自治振興区の取組は、継続していきます。

今後とも、西城自治振興区の取組にご理解とご

協力をお願いし、地域の皆様とともに西城のま

ちづくりに貢献したいと思います。今後ともよろ

しくお願いいたします。

副区長 吉浪 謙三 西城自治振興センターのオープンスペースを活用したロービー展の開催

西城みらいラボ主催の「旧西城保育所跡

地公園デザイン会議（西城公園プロジェク

トワークショップ）」が開催されました。地域

住民の声を反映した提案の種を作ることが

目的です。乳幼児子育て中のお母さん達

32名（うち子ども15名）が集まりました。

西城みらいラボ代表 伊藤裕樹さんから

公園として活用することになった経緯と、設

備の状況の説明がありました。

はじめに、旧西城保育所を公園にするこ

テーブルといす（できたら木陰つき）、水場（砂場ちかくに）、遊具（ブランコ・鉄棒・すべり台）やトイレ、駐車

場など具体的に必要な設備の要望がありました。ボール遊びを禁止しないでほしいとか、近くにあるファミ

リーマートと連携すれば良いのではとの提案がありました。

コンセプト（基本理念）は「子どもが安心して遊べる、大人は見守られる公園」、テーブルとイス（できたら木

陰つき）、水場、ブランコを優先整備してほしいとの内容で参加者は合意しました。

この提案は、地域の方から西城自治振興区が背中を押してもらっている思いです。この声を受けて公園化

事業を進めていきたいと考えています。

5月17日（日）開催 公園化に向けて夢を語り合います

今年度も草刈り実施！旧西城保育所園庭公園化事業 5月23日（土）

お手伝いをいただいた（左側から）田村区長、若佐さん、吉浪副区長、

板本さん、伊藤さん、長船さん

今年度も公園化事業として有志7名による草

刈りを実施しました。昨年、使用できなくなった

鉄棒やブランコ、すべり台などを西城自治振興

区で撤去し園庭は広くなりました。ベンチ2台を

配備してから初めての草刈りです。長く伸びた

大きく伸びた草は引き抜き

ます

草は引き抜きました。こ

れから7月下旬、9月下

旬に草刈りを行います。

皆さまのご協力をお願

いいたします。

第２９回明神山「憩いの森」公園化作業と墓参道の清掃活動！

5月31日（日）五町自治会（本町、中町、十日市、

横町、明神町）で、ここ十年にはなるのではないか

と。市街地から全貌を望むことができる明神山の公

園化を目指して，生活環境部―各常会からの１1

名のプロジェクト委員で取り組まれています。集団

墓所左手の作業道駐車場のベンチ前に7時30分

集合で、

(1) 登山口、ベンチ付近～山頂までの登山道（遊

歩道）の草刈りと倒木の撤去。

(2) 山頂と周辺の草刈り。 参加人員6名。
山頂には、厳島神社社殿があり、境内になって

います。明神町常会では、毎年春の祈願祭がお

こなわれています。また、5月10日（日）には、明

神町常会の道路愛護デーに合わせて、集団墓

地への墓参道の草刈り、側溝などの清掃作業が

例年行われています。参加人員8名。

五町自治会 会長 田村富夫
墓参道草刈り（左から）金近さん、秋津さん、金山

さん、柳生さん、麻田さん、山口さん、片桐さん
道路愛護デーに合

わせての草刈り

とには、参加者からの異論はありませんでした。


